
日本の特許について 

 2025 年 1 月 29 日現在、日本の特許庁（JPO）において最も重要なトピック

は、技術の進展や社会的ニーズに応じて変化しています。以下に、現在注目され

ている主要なトピックを挙げます： 

 

1. 人工知能（AI）関連技術 

• 重要性: AI技術は引き続き重要な分野であり、機械学習、深層学習、自然

言語処理などの特許出願が増加しています。 

• 焦点: AIを活用したビジネスプロセスの自動化、AIによる特許審査の効

率化、AI生成物の特許性に関する議論。 

• 課題: AIが生み出した発明の特許性や、発明者としての AIの扱いが議論

されています。 

 

2. グリーンテクノロジーと脱炭素技術 

• 重要性: 気候変動対策の一環として、再生可能エネルギー、省エネ技術、

カーボンニュートラル関連の特許が重要です。 

• 焦点: 水素エネルギー、蓄電池技術、カーボンキャプチャー・ストレージ

（CCS）、電気自動車（EV）関連技術。 

• 背景: 日本政府の「2050 年カーボンニュートラル」目標に沿った技術開

発が進んでいます。 

 

3. デジタルトランスフォーメーション（DX） 

• 重要性: デジタル技術を活用したビジネスモデルやプロセスの革新が進

んでいます。 

• 焦点: IoT（（モノのインターネット）、ブロックチェーン、クラウドコンピ

ューティング、5G/6G通信技術。 

• 動向: 企業の DX推進に伴い、関連特許の出願が増加しています。 

 

4. バイオテクノロジーとヘルスケア 

• 重要性: 医療技術の進歩により、創薬、ゲノム編集、医療デバイスなどの

特許が増加しています。 

• 焦点: mRNA ワクチン、CRISPR などのゲノム編集技術、個別化医療、

再生医療。 

• 背景: 高齢化社会に対応するための医療技術開発が進んでいます。 

 

5. 知的財産権の国際調和 



• 重要性: グローバルなビジネス環境において、特許の国際出願（PCT 出

願）や各国特許庁間の協力が不可欠です。 

• 焦点: PCT制度の活用、特許審査ハイウェイ（PPH）、審査の迅速化。 

• 動向: JPOは他国の特許庁と連携し、審査の効率化を進めています。 

 

6. スタートアップと中小企業の支援 

• 重要性: 新興企業や中小企業のイノベーションを促進するため、特許取得

の支援が重要です。 

• 焦点: 特許出願費用の軽減、審査の迅速化、知的財産戦略の教育。 

• 動向: JPOはスタートアップ向けの支援プログラムを強化しています。 

 

7. データ活用とプライバシー保護 

• 重要性: ビッグデータや AIの活用が進む中で、データの利用とプライバ

シー保護のバランスが重要です。 

• 焦点: データ駆動型イノベーション、データの特許性、個人情報保護法と

の整合性。 

• 背景: データを活用した新たなビジネスモデルの創出が期待されていま

す。 

 

8. 標準必須特許（SEP）と競争政策 

• 重要性: 通信技術（5Gなど）や IoT分野では、標準必須特許が重要な役

割を果たしています。 

• 焦点: FRAND（公平・合理的・非差別的）条件の適用、特許ライセンス

の透明性。 

• 動向: SEPを巡る国際的な訴訟が増加しています。 

 

9. 地政学的リスクと知的財産保護 

• 重要性: 国際的な緊張が高まる中で、知的財産の保護が重要な課題となっ

ています。 

• 焦点: 技術流出防止、サイバーセキュリティ、知的財産権の執行強化。 

• 背景: 特に中国を中心とした技術競争が激化しています。 

 

10. 新興技術と未来社会 

• 重要性: 新たな技術の登場により、特許の対象となる分野が拡大していま

す。 

• 焦点: 量子コンピューティング、メタバース、宇宙技術、次世代材料。 



• 動向: これらの分野での特許出願が増加しつつあります。 

 

 これらのトピックは、日本の産業競争力を強化し、持続可能な社会の実現に貢

献するために重要な役割を果たしています。JPO はこれらの分野でのイノベー

ションを促進するため、審査体制の整備や制度の見直しを進めています。特に、

AI、グリーンテクノロジー、バイオテクノロジーは、今後の特許戦略において最

も重要な分野と見られています。 

 

外国の特許について 

2025 年 1 月 29 日現在、外国の特許庁や国際的な特許動向においても、技術の

進展やグローバルな課題に応じて重要なトピックが変化しています。以下に、国

際的に注目されている特許関連の主要なトピックを挙げます： 

 

1. 人工知能（AI）と機械学習 

• 重要性: AI技術は世界中で急速に発展しており、米国、中国、欧州を中心

に特許出願が急増しています。 

• 焦点: 機械学習アルゴリズム、自律運転システム、AI を活用した医療診

断、自然言語処理など。 

• 課題: AIの発明者資格（AIが生み出した発明の特許性）や倫理的な問題

が議論されています。 

• 主要国: 米国、中国、欧州がリードしています。 

 

2. グリーンテクノロジーと気候変動対策 

• 重要性: 気候変動に対応するため、再生可能エネルギー、エネルギー貯蔵

技術、カーボンキャプチャー技術などの特許が重要です。 

• 焦点: 太陽光発電、風力発電、水素エネルギー、電気自動車（EV）関連技

術。 

• 国際動向: 欧州や米国を中心に、カーボンニュートラル目標に向けた技術

開発が活発です。 

• 主要国: 欧州、米国、中国が積極的に取り組んでいます。 

 

3. デジタルトランスフォーメーション（DX）と ICT技術 

• 重要性: デジタル技術を活用したビジネスモデルやプロセスの革新が進

んでいます。 

• 焦点: 5G/6G通信技術、IoT（（モノのインターネット）、ブロックチェーン、

クラウドコンピューティング。 



• 地域別動向: 米国や中国がこれらの分野でリードしており、特許出願数も

多いです。 

 

4. バイオテクノロジーとヘルスケア 

• 重要性: 医療技術の進歩により、創薬、ゲノム編集、医療デバイスなどの

特許が増加しています。 

• 焦点: mRNAワクチン、CRISPRなどのゲノム編集技術、個別化医療。 

• 国際動向: 米国や欧州がバイオテクノロジーの特許出願で先行していま

す。 

 

5. 知的財産権の国際調和と特許審査の効率化 

• 重要性: グローバルなビジネス環境において、特許の国際出願（PCT 出

願）や各国特許庁間の協力が不可欠です。 

• 焦点: PCT制度の活用、特許審査ハイウェイ（PPH）、審査の迅速化。 

• 主要機関: WIPO（世界知的所有権機関）が中心となって国際調和を推進

しています。 

 

6. データ活用とプライバシー保護 

• 重要性: ビッグデータや AIの活用が進む中で、データの利用とプライバ

シー保護のバランスが重要です。 

• 焦点: データ駆動型イノベーション、データの特許性、GDPR（（欧州一 

データ保護規則）との整合性。 

• 地域別動向: 欧州がプライバシー保護に厳格で、米国はデータ活用に積極

的です。 

 

7. スタートアップと中小企業の支援 

• 重要性: 新興企業や中小企業のイノベーションを促進するため、特許取得

の支援が重要です。 

• 焦点: 特許出願費用の軽減、審査の迅速化、知的財産戦略の教育。 

• 国際動向: 米国や欧州では、スタートアップ向けの特許支援プログラムが

充実しています。 

 

8. 標準必須特許（SEP）と競争政策 

• 重要性: 通信技術（5Gなど）や IoT分野では、標準必須特許が重要な役

割を果たしています。 

• 焦点: FRAND（公平・合理的・非差別的）条件の適用、特許ライセンス



の透明性。 

• 国際動向: 米国、欧州、中国で SEPを巡る訴訟が増加しています。 

 

9. 地政学的リスクと知的財産保護 

• 重要性: 国際的な緊張が高まる中で、知的財産の保護が重要な課題となっ

ています。 

• 焦点: 技術流出防止、サイバーセキュリティ、知的財産権の執行強化。 

• 地域別動向: 米中貿易摩擦の影響で、中国での特許保護が強化されていま

す。 

 

10. 新興国の台頭 

• 重要性: 中国やインドなどの新興国が特許出願数で急速に存在感を高め

ています。 

• 焦点: 中国の特許戦略、インドの知的財産制度改革。 

• 国際動向: 中国は AIや 5G分野で世界をリードする特許出願数を誇って

います。 

 

11. 量子コンピューティングと次世代技術 

• 重要性: 量子コンピューティングや次世代材料などの新技術が注目され

ています。 

• 焦点: 量子アルゴリズム、量子暗号、新材料の特許。 

• 主要国: 米国、中国、欧州が競争をリードしています。 

 

12. 宇宙技術と衛星通信 

• 重要性: 宇宙産業が成長しており、衛星通信や宇宙探査技術の特許が増加

しています。 

• 焦点: 衛星技術、宇宙資源の利用、宇宙旅行関連技術。 

• 主要国: 米国、中国、欧州が積極的に取り組んでいます。 

 

 これらのトピックは、各国の特許庁や企業が注力する分野であり、国際競争力

の強化や持続可能な社会の実現に直結しています。特に、AI、グリーンテクノロ

ジー、バイオテクノロジーは、今後の特許戦略において最も重要な分野と見られ

ています。また、新興国の台頭や地政学的リスクも、国際的な特許戦略に大きな

影響を与えています。 

 


